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　本稿では、熊本地震での被害概要とその原因を建設時期による法規制と
の関係で述べ、今回の地震で課題となった2000年以降の住宅で倒壊と非
倒壊をわけた原因についても考察を加えた。また、2016年熊本地震の地震
動の特徴について、木造住宅への影響という観点から解説し、震度7が2
回起こった影響についても述べる。加えて余力を明らかにし、限界値の余
裕による耐震性能の向上についても論じている。




